
事務事業評価表【評価版】

事業名：

政策

施策

基本事業

終了年度開始年度

事務事業の目的と成果

指標・事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

区分 単位

事　業　費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

手段（事務事業の内容、やり方）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

実施計画
事業認定

会計区分 補助金

千円

千円

正職員人件費(B)

総事業費 ( A + B )

平成26年度 【    5232】

ふるさと江別塾〜「江別を学ぶ」開催事業 郷土資料館　業務係

05 豊かさと創造性を育む生涯学習環境の充実

ふるさと意識の醸成と地域文化の創造04

03 文化・歴史遺産の保存と継承

― ― 対象 一般会計

市民

郷土史を学ぶために各種講座を開催する。
・子供学芸員カレッジ（小学生）
・再発見・江別探訪（一般）
・ふるさと歴史講座（一般）
・屯田兵講座（一般）
・歴史を学ぼう（小中学生・一般）
・夏休み歴史探検（小学生・保護者）

市民に郷土の歴史に対する理解を深めてもらう。

23年度実績 24年度実績 25年度実績 26年度当初

120,802 120,802対象指標１ 市民 人 121,705 121,385

対象指標２

活動指標１ 事業開催回数 回 33 40 31 30

活動指標２

成果指標１ 事業参加者数 人 1,129 1,502 1,214 1,200

成果指標２

266 208 265 320

4,414 4,409 4,297 4,303

4,680 4,617 4,562 4,623

・小学生向け講座「子ども学芸員カレッジ」(10回ｼﾘｰｽﾞ)
・史跡・遺跡をめぐる「再発見・江別探訪」(3回開催)
・江別の歴史・文化を学ぶ講演「ふるさと歴史講座」
・江別の開拓に貢献した屯田兵について学ぶ「屯田兵講座」

・子ども学芸員カレッジ　　　　　130千円
・再発見・江別探訪　　　　　　　 60千円
・ふるさと歴史講座　　　　　　　 21千円
・屯田兵講座　　　　　　　　　　 10千円

25年度



事業を取り巻く環境変化

事業開始背景

事業を取り巻く環境変化

根拠
理由

根拠
理由

根拠
理由

根拠
理由

根拠
理由

大人から子供まで様々な事業を通じてふるさと江別を学んでもらう。

平成25年度の実績による担当課の評価（平成26年度７月時点）

（1）税金を使って達成する目的（対象と意図）ですか？市の役割や守備範囲にあった目的ですか？

市民に地域の歴史を正しく認識してもらうことは、市民意識を向上させ、まち
づくりへの提言にもつながる。

妥当である

妥当性が低い

▼

（2）上位の基本事業への貢献度は大きいですか？

各種の講座や史跡探訪などの事業を通じて、文化や歴史遺産を継承していくこ
との大切さを認識させることができる。

貢献度大きい

貢献度ふつう

貢献度小さい

基礎的事務事業 ▼

（3）計画どおりに成果は上がっていますか？計画どおりに成果がでている理由、でていない理由は何ですか？

リピーターを含め多くの市民が事業に参加しており、特に小学生の子ども学芸
員カレッジは人気が高い。

上がっている

どちらかといえば上がっている

上がらない

▼

（4）成果が向上する余地（可能性）がありますか？その理由は何ですか？

ボランティアの育成や学芸員のさらなる事業への関与により、一層効果を高め
られる。また、江別まち検定の実施に伴い、市民から江別の歴史などに関する
問い合わせも増えている。

成果向上余地　大

成果向上余地　中

成果向上余地　小・なし

▼

（5）現状の成果を落とさずにコスト（予算＋所要時間）を削減する方法はありませんか？

平成21年度から再発見江別探訪史跡めぐり（借り上げバスを利用）のバス代相
当額を参加料として徴収しており、24年度も継続実施した。

ある

なし

▼


